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　皆さん、こんにちは。日本福祉大学 理事長の丸山でございます。本日は、年も押し迫り
ご多忙のところ、日本福祉大学知多半島総合研究所 設立 30 周年記念シンポジウムにご参加
いただき、誠にありがとうございます。
　本日は、テレビ番組「サンデーモーニング」のコメンテーターとしておなじみの、造園家
の涌井史郎先生にお越しいただきました。涌井先生は、「愛・地球博」の会場演出総合プロ
デューサーを務められ、現在もなごや環境大学学長をされており、愛知県としても大変お世
話になっている方です。本日の基調講演では、「環境革命の時代に」と題してお話しいただ
きます。それに続いて、本学の知多半島総合研究所所長の千頭教授がコーディネータを務め
るシンポジウムでは、知多半島で活躍されている産業界、行政、非営利法人を代表する 4名
の方に、「これまでと、これからの知多半島」について、たっぷり語っていただきます。岡
本様、佐治様、高木様、村上様、よろしくお願いいたします。
　さて、本学の知多半島総合研究所は、2018 年 5 月に設立 30 周年を迎えます。知多研のこ
の間の主な活動については、設立 30 周年記念誌にある「主な活動年表」を参考にしていた
だければと思います。ここでは、この 30 年間、押し寄せる時代の波のなかで、知多研が「地
域」という存在に対してどのような取り組みを住民の方々とともに行ってきたか、エポック
となることをごく簡単に紹介させていただきます。
　知多研ができて 10 年が経つ頃に押し寄せてきた波としては、平成 7年（1995 年）4 月の
「改正 合併特例法」施行を出発点として、「地方分権推進計画」の閣議決定（1998 年）、「地
方分権一括法」の成立（1999 年 7 月）と進んだ市町村の自主的な合併推進という、世にい
う平成の大合併の波があります。この流れのなかで、知多地区広域行政圏がつくられました。
知多研はそこからの委託を受け、1997 年と 1998 年のまる 2年をかけて知多半島の総合計画
「知多半島エコミュージアム計画」を策定いたしました。また、1996 年に立ち上がった知多
ソフィア・コンソーシアムにおいては、知多研所長がコンソーシアムの幹事役を務めるとい
うことで、知多研は共同研究事業を進める中心的な役割を果たしました。
　次の 10 年では、第 1次安倍内閣のときに成立した「地方分権改革推進法」成立（2006 年
12 月）が契機となった、国から地方、都道府県から市町村への事務権限委譲が大きな特色
となる地方分権改革の波、第 2次の波が大きく押し寄せました。この波への対応として、知
多研は1999年10月に発足した知多半島の自主的・創造的な地域振興を目的とする知多ソフィ
ア・ネットワークの世話役の一翼を、知多地域経済会議、あいち知多農業協同組合、株式会
社 INAXなどの産業界の代表の方々とともに担い、知多半島 5市 5 町の共同で観光振興の
ための計画を策定しました。
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　そして、3度目の 10 年にあたる現在は、第 2次安倍内閣によって掲げられた東京一極集
中を是正し、地方の人口減少を食い止め、日本全体の活性化を目指す地方創生の波が来てい
ます。これにどう対応すべきか？まさに「これからの知多半島」に対して、知多研の取り組
みが問われていると思っております。
　知多研は来年 2018 年に「三十にして立つ」の、「而立の年」を迎えます。いよいよ自己の
見識を確立し、独立する年になったということです。少し情緒的な言い方をしますが、知多
研は知多半島の歴史、すなわち知多の過去・現在・未来に対して責任を持つシンクタンク・
研究機関として、大学から機能的には独立して、独自の研究員や学び手を抱える機関として
「立つ」ことが求められているのではないかと思っております。そして本学は、知多半島お
よびその周辺の広域圏における複数の大学と産官民が連携した「知多 citta ブランド」の形成・
継承と、「住みたい、訪れたい地域」としての発展を目指す新たなコンソーシアムの立ち上
げを追求したいと考えています。知多研がそのコンソーシアムのシンクタンクとしても機能
できることを期待するものであります。
　本日のシンポジウムが一つの契機となって、地域創生の波を活かせる進路が見定められ、
知多半島「活性丸」という大船が勢いよく前進することを願ってご挨拶といたします。
　ありがとうございました。
